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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、しばしば環境汚染現場で混在する有害重金属と有害芳香族有機物を選択的に一括除去

するゲル吸着剤を初めて開発し、経済的・効果的な環境浄化技術を新たに提案した。加えて、分子

識別能を有する環状官能基を多数ゲル網目骨格に配置したゲル吸着剤を初めて開発し、環境汚染の

懸念のある分離溶媒を用いる事なく、高い選択能・高効率で有害重金属が分別回収可能である事を

示すとともに、実際の工場廃液による実証実験から十分な選択能・吸着効率を有する事を実証した。

これらの成果は、国際的問題である環境汚染の実情にあう効果的・経済的な解決手法の新たな方向

性を示しており、応用物理学上、及び、環境工学上寄与する所が大きい。よって、本論文は博士（工

学）の学位論文に値するものと認める。 

 


